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２．４　ベネズエラ中央大学（Universidad Central de Venezuela）９）
日本語科目は人文教育学部（Facultad de Humanidades y Educación）現代語学科






ルー人のFortunato Brown氏と書いた“Japonés Hablado”（Nihongo No Tomodachi,

















































２．６　カラボーボ大学基金（Fundacion de Universidad de Carabobo）12）
カラボーボ大学基金は私立大学で、カラボーボ大学と同じくバレンシアにあ
る。日本語講座は同大学言語研究所（Laboratori de Idiomas）所長の意向で1996年

















































































































































































































































ないので派遣要請は行われていない。実際、内村氏は Universidad de Los






























































８）Yoriko Toda de Perez氏とのインタビューに基づく。
９）中村道夫氏とのインタビューに基づく。
10）イサベル明美内村氏と水谷友美氏とのインタビューに基づく。
11）当初、100時間で計画していた。時間の根拠は、国際協力事業団で６ヶ月の研修を受けたときに用
いた『技術研修のための日本語』が100時間で終わったことにある。
12）Andrez Casadiego 氏とのインタビューに基づく。
13）水谷友美氏とのインタビューに基づく。
14）平林みゆき氏とのインタビューに基づく。
15）仙北屋正樹教諭、比嘉秀勝校長とのインタビューに基づく。自主教材として「スペイン語環境の児
童の語彙数を増やすために役立つ短文作り」（平成９年度派遣教員６年担任三原一樹）がある。
加　納　　　満
-102-
16）日本語能力試験は海外35カ国で実施されている。南米における現地実施機関は、アルゼンチンでは
在亜日本語教育連合会、パラグアイでは社団法人パラグアイ日本人会連合会、ブラジルでは日本語
普及センター、ペルーではペルー日系人協会、ボリビアではボリヴィア国日本語教育研究委員会で
ある（「日本語能力試験　結果の概要1999（平成11年度）」http://www.aiej.or.jp/ks/ksj2_top.html）。こ
のように様々な団体が実施機関になっている。
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